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The Reviving Process of a Local Sport Club Damaged in the Great East Japan 
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Ⅰ．はじめに
1．問題の背景と本稿の目的





















































































































































校で新年度がはじまった」。3.11 から 3 ヶ月










建設され、それらが完成した 2017 年 3 月に
はプレハブ仮設住宅が全て取り壊された（地
星社，2019）。
人口の動向は「2 万 1 千人台であった 2005













































調査回数はＫ氏とＨ氏には 2 回（うち 1 回は
同時）、Ｉ氏とＳ氏には 3 回、他の方には 1
回であった。調査時間は 1 回につき 50-70 分
程であった。
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